
 科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 7 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

使用教材： （ ）

科目の目標

評価規準：

１
組

２
組

３
組

４
組

５
組

６
組

７
組

63

テーブルマナーの基本知識
・テーブルマナーについては、DVD鑑賞やワークシー
トを使って学習し、実生活で困らない態度を養う。

・テーブルマナーを知り、生活の中で活かせるように理解する。

〇 〇 〇

・授業プリント
・振り返りシート
・意欲的に取り組む態度

3

学

期

2

調理実習
・製作したエプロンを着用して、調理実習を実施す
る。作業手順を理解し、要領よく調理できる。先のこ
とを考えて行動できる態度を養う。
・食材の特長について、実習で取り上げる　ねらいを
理解する。

・実習に使用する材料の特性を理解することができる。
・包丁や火加減、計量方法など調理の基本を体得する。
・調理実習では食べるだけでなく、作り方やその理論について理解す
ることができる。片付けも適切にすることができる。

〇 〇 〇

・授業プリント
・振り返りシート
・意欲的に取り組む態度
・確認テスト

6

8

1

調理に関する基礎知識
・調理実習を実施する上で、調理に関する基礎知識を
理解することができる。

・調理に関する基礎知識を理解する。
・衛生・調理の目的を理解する。

〇 〇 〇

・授業プリント
・振り返りシート
・意欲的に取り組む態度
・実習態度

6

1

2

日本の食文化理解
・日本の食文化について理解を深め、日常生活におけ
る実践への意欲を高める。

・日本の伝統的な食文化、おせち料理について知識を得る。

〇 〇 〇

・授業プリント
・振り返りシート
・意欲的に取り組む態度

2

学

期

〇 〇

・振り返りシート
・意欲的に取り組む態度
・実習態度
・作品の出来ばえ

8

【知識・技能】　全体の３分の１ 【思考・判断・表現】　全体の３分の１ 【主体的に学習に取り組む態度】　全体の３分の１

➀確認テスト　　　　　　　　　５０％
②授業プリント　　　　　　　　３０％
③授業内での発言・発表等　　　２０％

➀確認テスト　　　　　　　　４０％
②プリントの記述　　　　　　４０％
③実習の振り返り　　　　　　２０％

〇

・振り返りシート
・意欲的に取り組む態度
・実習態度
・作品の出来ばえ1

1

刺し子の基礎縫い(完成)
・日本の伝統的手法である刺し子を通して、針と糸に
慣れる。また、ハサミなどの道具の扱い方を正しく身
につける。
・自分の力で仕上げる達成感を感じさせ、他のことに
も応用できるようにする。

・粘り強く作品を仕上げ、手作業で集中力、根気を養う。
・作品完成の達成感を持つ。

〇 〇

8

8

1

0

刺し子の基礎縫い
・日本の伝統的手法である刺し子を通して、針と糸に
慣れる。また、ハサミなどの道具の扱い方を正しく身
につける。
・自分の力で仕上げる達成感を感じさせ、他のことに
も応用できるようにする。

・エプロンにプリントしてある、刺し子のしるし通りにきれいに縫う
ことができる。
・刺し子の図案をしるしつけし、きれいに縫うことができる。

〇

〇

・振り返りシート
・意欲的に取り組む態度
・実習態度
・作品の出来ばえ9

刺し子の基礎縫い
・日本の伝統的手法である刺し子を通して、針と糸に
慣れる。また、ハサミなどの道具の扱い方を正しく身
につける。
・自分の力で仕上げる達成感を感じさせ、他のことに
も応用できるようにする。

・刺し子に関する技術を理解し、縫うことができる。

〇 〇

6〇 〇

・授業プリント
・振り返りシート
・意欲的に取り組む態度
・実習態度
・作品の出来ばえ

8

7

基礎技術・エプロン製作
・小中学校で体得した裁縫の基礎技術を復習し、知識
と技術を身に付け、実生活で活かせるようにな指導す
る。

・基礎縫い技術を活かして、エプロン製作を行う。
・裾のまつり縫いをする。

〇

〇

・授業プリント
・振り返りシート
・意欲的に取り組む態度
・実習態度
・作品の出来ばえ
・確認テスト

6

基礎技術
・小中学校で体得した裁縫の基礎技術を復習し、知識
と技術を身に付け、実生活で活かせるように指導す
る。

・エプロン製作のため、基礎縫いの技術を学習する。
・玉結び、玉留め、まつり縫いの方法を復習しながら、基礎縫い技術
として習得する。

〇 〇

6

5

衣服の材料・衣服の構成
・繊維→糸→布→服になるまでの過程を理解する。ま
た、小中学校で体得した裁縫の基礎技術を復習し、知
識と技術を身に付け、実生活で活かせるように指導す
る。

・衣生活に関する知識を得る。
・着用について、衣類に使用される繊維の種類、糸や布の成り立ちな
どを学習する。服がどのように構成されているかを知り、簡単な修繕
を行えるように理解する。

〇

〇

・授業プリント
・振り返りシート
・意欲的に取り組む態度

8〇 〇

・授業プリント
・振り返りシート
・意欲的に取り組む態度
・実習態度
・作品の出来ばえ

4

ガイダンス・衣生活の基礎知識
・授業の決まりを知る。
・衣生活に関する基礎的な知識と技術を生活文化、生
活科学の二つの視点から学習する。

・学習内容と授業の受け方、授業ルールを知り、目標を立てる。
・被服の管理について理解し、生活に活かす。

〇 〇

1

学

期

生活を主体的に営むために必要な人の一生と家族・家庭及び福祉、衣食住、
消費生活・環境などについて科学的に理解しているとともに、それらに係る
技能を体験的・総合的に身に付けている。

生涯を見通して、家庭や地域及び社会における生活の中から問題を見いだし
て課題を設定し、解決策を構想し、実践を評価・改善し、考察したことを科
学的な根拠に基づいて論理的に表現するなどして課題を解決する力を身に付
けている。

様々な人と協働し、よりよい社会の構築に向けて、課題の解決に主体的に取り組
んだり、振り返って改善したりして、地域社会に参画しようとするとともに、生
活文化を継承し、自分や家庭、地域の生活の充実向上を図るために実践しようと
している。

学

期
月 具体的な指導目標

アキルスタンダード
（指導項目・内容）

知 思 態 評価の方法

実績（実施日）
配
当
時
間

評

価

学習に取り組む状況・振り返りの状況　　　１００％

【知識・技能】 【思考・判断・表現】 【主体的に学習に取り組む態度】

（７組：馬塲・八木）

教育図書　未来へつなぐ　家庭総合　３６５

なし

【 知　識　及　び　技　能 】
人の一生と家族・家庭及び福祉、衣食住、消費生活・環境などについて、生活を主体的に営むために必要な科学的な理解を図るとともに、それらに係る技能を体験的・総合的に身
に付けるようにする。

（１組：田村・八木） （２組：八木・山本） （３組：八木・山本） （４組：八木・山本） （５組：田村・八木） （６組：八木・山本）

家庭 家庭総合
家庭 家庭総合 2

高等学校 令和５年度（１学年用）　　 　教科

【思考力、判断力、表現力等】
家庭や地域及び社会における生活の中から問題を見いだして課題を設定し、解決策を構想し、実践を評価・改善し、考察したことを根拠に基づいて論理的に表現するなど、生涯を
見通して生活の課題を解決する力を養う。

【学びに向かう力、人間性等】
様々な人と協働し、よりよい社会の構築に向けて、課題の解決ぶ主題的に取り組んだり、振り返って改善したりして、地域社会に参画しようとするとともに、自分や家庭、地域の
生活を創造し、実践しようとしている。



必修科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 7 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

使用教材： （ ）

科目の目標

評価規準：

１
組

２
組

３
組

４
組

５
組

６
組

７
組

家庭 家庭総合
家庭 家庭総合 2

高等学校 令和５年度（２学年用）　　 　教科

【思考力、判断力、表現力等】
家庭や地域及び社会における生活の中から問題を見いだして課題を設定し、解決策を構想し、実践を評価・改善し、考察したことを根拠に基づいて論理的に表現するなど、生涯
を見通して生活の課題を解決する力を養う。

【学びに向かう力、人間性等】
様々な人と協働し、よりよい社会の構築に向けて、課題の解決ぶ主題的に取り組んだり、振り返って改善したりして、地域社会に参画しようとするとともに、自分や家庭、地域
の生活を創造し、実践しようとしている。

【知識・技能】 【思考・判断・表現】 【主体的に学習に取り組む態度】

（７組：田村多）

教育図書　未来へつなぐ　家庭総合　３６５

教育図書　LIFE おとなガイド　家庭科　資料＋グラフ成分表

【 知　識　及　び　技　能 】
人の一生と家族・家庭及び福祉、衣食住、消費生活・環境などについて、生活を主体的に営むために必要な科学的な理解を図るとともに、それらに係る技能を体験的・総合的に
身に付けるようにする。

（１組：馬場） （２組：田村多） （３組：田村多） （４組：山本） （５組：田村多） （６組：山本）

1

学

期

生活を主体的に営むために必要な人の一生と家族・家庭及び福祉、衣食住、
消費生活・環境などについて科学的に理解しているとともに、それらに係る
技能を体験的・総合的に身に付けている。

生涯を見通して、家庭や地域及び社会における生活の中から問題を見いだ
して課題を設定し、解決策を構想し、実践を評価・改善し、考察したこと
を科学的な根拠に基づいて論理的に表現するなどして課題を解決する力を
身に付けている。

様々な人と協働し、よりよい社会の構築に向けて、課題の解決に主体的に取り組
んだり、振り返って改善したりして、地域社会に参画しようとするとともに、生
活文化を継承し、自分や家庭、地域の生活の充実向上を図るために実践しようと
している。

学

期
月 具体的な指導目標

アキルスタンダード
（指導項目・内容）

知 思 態 評価の方法

実績（実施日）
配
当
時
間

評

価

学習に取り組む状況・振り返りの状況　　　１００％

4

5

〇健康に食べよう
・何をどれだけ食べたか

〇食事を楽しむために
・食事の変遷　食生活と環境の変化

〇

〇 〇

・食生活に関する知識を得る。
・栄養素の働きとバランスの取り方を理解できる。
・栄養素と食品群について理解できる。
・食生活に関する基礎的な知識を生活文化の視点から
学習する。

〇
・授業プリント
・振り返りシート
・意欲的に取り組む態度

〇 〇

・授業プリント
・振り返りシート
・意欲的に取り組む態度
・実習態度・提出物
・課題の出来ばえ

〇 〇

・授業プリント
・振り返りシート
・意欲的に取り組む態度
・実習態度・提出物
・課題の出来ばえ

4

・ガイダンス
・学習内容と授業の受け方、授業ルールを知り、目標
を立てる。

・食生活に関する基礎的な知識を生活文化の視点から
学習する。

〇ガイダンス
・学習内容と授業の受け方
・年間スケジュールの確認

〇食生活と健康
・なぜご飯を食べるのか
・ライフステージにあった食生活

〇 〇

7

・生活の基盤となる経済計画の知識を得、経済計画の
考え方をつかむ。経済活動の一端を理解し、適切な消
費行動をできるようにする。

〇生活における経済の計画
・家計とは
・将来に向けての家計を考える
〇生涯の生活設計
・人生に必要な予算を考えよう
・身近な将来の経済計画を考える

〇

〇

・授業プリント
・振り返りシート
・意欲的に取り組む態度
・実習態度・提出物
・課題の出来ばえ
・確認テスト

6

・健康を維持する食べ方や食品およびメニューの選
択・方法を身につけることができる。
・食事によって適量の栄養をバランスよく摂る重要性
を理解する。
・自らの食生活を振り返り改善の方法を考えることが
できる。
・習慣的無自覚的に繰り返させる食行動に問題点を発
見し、改善の途を探る

〇安全に食べよう
・食品の選び方
・食品表示の見方　食中毒と衛生
〇栄養素
・どんな栄養素があるか
・栄養素のバランス
〇確認テスト

6

5

4

〇

・授業プリント
・振り返りシート
・意欲的に取り組む態度
・実習態度・提出物
・課題の出来ばえ

9 〇 〇
・成人年齢引き下げに関する法改正について理解する
ことができる。
・将来自立した生活を踏まえて、必要な費用を考え
る。具体的な費用を計画する。

〇一人暮らしを考える
・家の借り方
・一人暮らしの経費を考えよう

6

【知識・技能】　全体の３分の１ 【思考・判断・表現】　全体の３分の１ 【主体的に学習に取り組む態度】　全体の３分の１

➀確認テスト　　　　　　　　　５０％
②授業プリント　　　　　　　　３０％
③授業内での発言・発表等　　　２０％

➀確認テスト　　　　　　　　４０％
②プリントの記述　　　　　　４０％
③実習の振り返り　　　　　　２０％

〇

・授業プリント
・振り返りシート
・意欲的に取り組む態度
・実習態度・提出物
・課題の出来ばえ
・確認テスト

1

1

・人間の一生について考え、自分のこととしてとらえ
ることができる。
・家族の形や家族の役割、家庭の機能について知り、
対応することができる。

〇青年期の自立と家族・家庭
・自分を知ろう
・法律における家族
・将来の生活を考える
・自立した生活
・人生や家庭生活で困ったときの対処法

〇 〇

6

2

学

期

〇 〇

・授業プリント
・振り返りシート
・意欲的に取り組む態度
・実習態度・提出物
・課題の出来ばえ

・家計を生活設計とともに考えることができる。
・生活の基盤となる経済計画の知識を得る。
・経済計画の考え方をつかむ。経済活動の一端を理解
し適切な消費行動をできるようにする。
・悪質な商法を見極め、適切な対処方法と知識を身に
つける。

〇何をどうやって買うか
〇賢い消費者になろう
・消費者問題の現状と課題
・消費者トラブルの対処法
・安全に暮らすために必要なルールや相談先を知る
〇確認テスト

・家庭生活を営むための家庭経済について知識を深め
ることができる。
・生活の基盤となる経済計画の知識を得る。
・経済活動とは何かについて知り、適切な消費行動に
ついて学ぶ。

〇消費生活と意思決定
・消費生活とは
・身近な税金・社会保障
・契約
・キャッシュレス、消費者信用

1

0
〇

4

1
・子どもの発達について、重要事項を知り理解する
・子どもの発育・発達の段階を知る
・子どもの情緒や運動機能の発達
・子どもの生活習慣と健康と安全

〇子どもの生活と保育
・子供の成長と発達

〇子どもとのかかわり方
・親の役割、法律
・子どもの生活習慣と生活

〇 〇 〇

・授業プリント
・振り返りシート
・意欲的に取り組む態度
・実習態度・提出物
・課題の出来ばえ

6

1

2
〇 〇 〇

・授業プリント
・振り返りシート
・意欲的に取り組む態度
・実習態度・提出物
・課題の出来ばえ

3 ・高齢者の身体的変化について具体的に知る
・高齢者を支える法律や支援について知り、学ぶ

〇高齢期の生活と福祉
・高齢者の心身変化
・健康と生活
・暮らしを支える制度
・体験

〇 〇 〇

・授業プリント
・振り返りシート
・意欲的に取り組む態度
・実習態度・提出物
・課題の出来ばえ

3

学

期

2

・遊びの種類と生活課題を理解できる
・子どものからだ・こころ・社会的発達を学ぶ
・子どもと保育者の良好な関係の重要性を知りる
・保育環境を整える基盤について考える
・子どもの保育に関する福祉サービス学ぶ
・こども園、幼稚園、保育所の違いを理解できる

〇これからの子育てとは
・子育てを支える仕組み
・困ったときの社会制度、支援

〇 〇 〇

・授業プリント
・振り返りシート
・意欲的に取り組む態度
・実習態度・提出物
・確認テスト

4

8

6

 

 



令和５年度年間授業計画                                                          東京都立秋留台高等学校 

教科・科目・講座等 家庭科  子どもの発達と保育 単 位 ３学年  自由選択 ２単位 

教科書・副教材等 子どもの発達と保育（実教出版）  教 科 担 当       田村 

 

学習の到達目標 保育の基礎的な知識と技能が身につく。 

 

学
期 

月 学習内容 
進捗状況 

アキルスタンダード 評
価 

学習のねらい 評価の観点 

配
当
時
間 自由選択者 

 

一 

学

期 

 

４ 

 

 

 

５ 

 

 

 

６ 

 

 

 

７ 

 

 

 

ガイダンス 

 

乳児の体の発達 

・新生児の健康 

・乳児の健康 
 

集団保育の基本 

・集団保育と子ども

の成長 

・社会性の発達 

 

遊びと発育 

・伝承遊びの技術 

・季節と遊び 

 

 

 

 

・学習内容と授業の受け方、授業ルールを知り、 

目標を立てる。 

 

・基礎的な乳幼児の体の特徴を習得する。 

 

 

・集団保育の方法と子どもの成長に与える影響を考え 

ることができる。 

・子ども同士の人間関係を作るうえで大人がどのよう 

に接していけばよいか理解することができる。 

 

・伝承遊びを知り、日本文化の理解を深めることが 

できる。 

 

・四季の行事をカレンダーや模造紙に表現することが

できる。 

（折り紙や色鉛筆などを使用し製作する） 

A 

 

保育士・幼稚園教諭を目指すうえ

で必要なことを学習する。 

 

乳幼児の体の発達過程を理解す

る。 
 

 

「子どもにもわかりやすい工夫

をする」とはどのようなことか

「表現」に重点を置いて身につけ

る。 

 

進学先で役に立つことも取り入

れながら２年次の家庭総合での

学習内容の理解度をさらに深め

ていく。 

 

 

 

 

 

・確認テスト 

乳幼児の発達段階を理解

したか。 

集団保育の基本を知るこ

とができたか。 

 

製作作品を仕上げて提出

したか。 

 

＊学習未到達生徒 

 課題提出 

 個別指導 

２８ 

 

二 

学 

期 

 

９ 

 

 

 

10 

 

 

 

11 

 

 

 

12 

 

 

 

 

児童文化財 

・児童文化財とは 

・児童文化財の製作 

 

 

 

 

 

 

子どもの生活 

 ・衣生活 

 

 ・食生活 

 

 

 

  

・子どもの発達に応じた児童文化財を考えることが 

できる。 

・3歳から6歳児向け、適切に遊ぶことができる 

児童文化財を製作できる。 

（ボランティアに行ったときに子どもにあげる 

メダルつくりも含む） 

 

 

 

・子どもが生活するうえで必要な衣生活の知識を理解

することができる。（子どもの衣類実習） 

 

・母乳栄養、離乳食、幼児食に至るまでの与え方の注

意点や適切な食事内容について理解し、実習するこ

とができる。 

  

ボランティアに行ったときに子

どもと遊ぶことを想定して児童

文化財を製作することができる。

また、子どもが楽しむ工夫を考

え、適切に遊ばせる技術を練習す

る。 

 

 

 

子どもの生活上、必要な衣生活・

食生活の知識を理解する。 

 

製作や実習を通して知識を身に

つけさせる。 

 

<製作物の完成度> 

児童文化財として適切か。 

内容は子どもにふさわし

いか。 

子どもが見て、進んでやり

たいと思う内容か。 

がんばったごほうびの与

え方は適切か。 

 

＜衣生活＞ 

作品は完成したか。 

 

＜食生活＞ 

実習を通して子どもの食

事や栄養について理解で

きたか。（レポート） 

 

３２ 

 

三 

学 

期 

 

1 

 

 

2 

 

 

3 

 

 

子どもの福祉 

・子どもを守る法律 

（1年のまとめ） 

  

・子どもを守る法律について理解する。 

・支援方法などの理解も深める。 

・1年間の復習をして、学習内容を定着させる。 

 

 

 

子どもについての法律、母体保護

の法律などについて理解する。支

援や保護についても知ることが

でき、適切に場合わけできる。 

 

・年間を通して、保育につ

いて理解できたか。将来、

保育者になったときに活

かせるように知識が定着

したか。 

１８ 

 

学習評価については、【授業の取組、発表・作品】：【授業プリント・学習カード】：【確認テスト得点】を５：４：１の割合で評価する。 
 

＊評価：Ａ（十分に達成できた）、Ｂ（おおむね達成できた）、Ｃ（不十分であるが達成できた）、Ｄ（達成できなかった） 

 

 


